
（２）[施策展開５] 地産地消と食に対する理解・活動の促進 

ア 地産地消の推進による信州農畜産物への共感

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 自然豊かな環境で生産される安全で良質な信州農畜産物の情報発信

� 「おいしい信州ふーど（風土）」をはじめとする、信州農畜産物の更なる地産地消を進めるため、「おいし

い信州ふーど（風土）」を食べよう!育てよう！地産地消キャンペーン推進委員会※と連携し、協賛企業と協

力し、様々なイベントを通じて地産地消の普及啓発活動を行いました。 

� 「おいしい信州ふーど（風土）」大使・公使等による地産地消シンポジウムを開催（１回）し、信州の食の

魅力について関心を高めるとともに、「おいしい信州ふーど（風土）」ネットを活用し、県内外に対して情

報発信を行いました。 
※「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！地産地消キャンペーン推進委員会 

長野県、ＪＡ長野県、信濃毎日新聞社、八十二銀行が地産地消の啓発・普及・情報発信などを目的に設立 

○ 生産者と消費者との顔が見える関係の推進

� 「おいしい信州ふーど（風土）」を活用したメニューの提供がさらに促進されるよう、『「おいしい信

州ふーど（風土）」ＳＨＯＰ』の登録を進め、お客様に対して自ら情報発信を行う発信拠点づくりを

進めました。 

� 直売所のＰＲのため、観光部、（一社）信州・長野県観光協会と連携して「ぐるっと信州2014～食と

体験の祭典～」※を実施しました。 
※「ぐるっと信州２０１４～食と体験の祭典～」 

 観光客に県内各地を周遊いただき、信州の旅や食等をお楽しみいただくための、観光部との連携による特別企画。

収穫体験や農産物直売所等を巡り、スタンプ(３個)を集めて応募すると、抽選で信州プレミアム牛肉をはじめとする

信州の特産品をプレゼント。 

【めざす平成29年の姿】 

◇「おいしい信州ふーど（風土）」が県内外に認知され、自然豊かな信州で生産される信州農畜産物へ

の関心と理解が深まり、県民が様々な立場から地産地消に取り組んでいます。 

◇新鮮な農畜産物を求め、農産物直売所を利用する消費者の増加により、地域の農畜産物の生産が拡

大しています。

◇旅館・ホテル・飲食店等において、信州農畜産物を用いたメニューが拡大しています。

◇生産者・流通関係者等との連携・協力により、学校給食等において信州農畜産物の利用が拡大して

います。

◇環境農業等への理解が進み、信州の環境にやさしい農産物等が地域の消費者に選ばれています。

〔平成26年度の主な取組〕 

・「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！地産地消キャンペーン協賛企業：29社 

・（再掲）「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消、食育の推進：延べ9校（10回） 

・（再掲）「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！地産地消シンポジウム 

 H26.12.17ホテルメトロポリタン長野 参加者200名 

・（再掲）「おいしい信州ふーど（風土）」ネットアクセス数 458,986件（H27.3末現在） 
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■達成指標項目

 

○ 学校給食等
 

� 長野県農畜産物普及推進協議会及び「おいしい信州ふー

ど（風土）」を食べよう

ン推進委員会と連携し、「旬ちゃん」

地産地消

農畜産物の利用を促進しました。

 

 

 

 

� 学校給食における県産

� 米粉パン製造技術研修会の開催により、製パン技術向上を

普及推進を図るため、県内米粉商品コンテストの開催及び県内大学と食品企業の米粉商品開発に向けた

取組

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔平成

 ・「おいしい信州ふーど

 ・「ぐるっと信州

〔平成

 ・学校給食における県産農産物利用率：Ｈ

・学校給食における県産鶏卵利用率：

・学校給食における米粉パン導入率：

・「信州米粉

・長野県短大、飯田女子短大と食品企業との米粉商品開発の推進（８月～

・（再掲）

■達成指標項目26：農産物直売所

学校給食等における

長野県農畜産物普及推進協議会及び「おいしい信州ふー

ど（風土）」を食べよう

ン推進委員会と連携し、「旬ちゃん」

地産地消・食育を推進する

農畜産物の利用を促進しました。

学校給食における県産

米粉パン製造技術研修会の開催により、製パン技術向上を

普及推進を図るため、県内米粉商品コンテストの開催及び県内大学と食品企業の米粉商品開発に向けた

取組を行いました

平成26年度の主な取組〕

・「おいしい信州ふーど

「ぐるっと信州

〔平成26年度の主な取組〕

・学校給食における県産農産物利用率：Ｈ

・学校給食における県産鶏卵利用率：

・学校給食における米粉パン導入率：

・「信州米粉FOOD

・長野県短大、飯田女子短大と食品企業との米粉商品開発の推進（８月～

・（再掲）「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消・食育の推進：延べ９校（

：農産物直売所

における信州農畜産物

長野県農畜産物普及推進協議会及び「おいしい信州ふー

ど（風土）」を食べよう!育てよう！地産地消キャンペー

ン推進委員会と連携し、「旬ちゃん」

食育を推進するなど

農畜産物の利用を促進しました。

学校給食における県産鶏卵の利用率向上のため、県産鶏卵による殺菌凍結液卵の利活用を

米粉パン製造技術研修会の開催により、製パン技術向上を

普及推進を図るため、県内米粉商品コンテストの開催及び県内大学と食品企業の米粉商品開発に向けた

を行いました。 

年度の主な取組〕 

・「おいしい信州ふーど(風土)

「ぐるっと信州2014～食と体験の祭典～」信州四季旅キャンペーン参加農産物直売所：

年度の主な取組〕 

・学校給食における県産農産物利用率：Ｈ

・学校給食における県産鶏卵利用率：

・学校給食における米粉パン導入率：

FOODコンテスト

・長野県短大、飯田女子短大と食品企業との米粉商品開発の推進（８月～

「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消・食育の推進：延べ９校（

：農産物直売所   （農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ室調べ）

信州農畜産物の利用促進

長野県農畜産物普及推進協議会及び「おいしい信州ふー

育てよう！地産地消キャンペー

ン推進委員会と連携し、「旬ちゃん」学校訪問などによ

など、学校給食等における信州

農畜産物の利用を促進しました。 

鶏卵の利用率向上のため、県産鶏卵による殺菌凍結液卵の利活用を

米粉パン製造技術研修会の開催により、製パン技術向上を

普及推進を図るため、県内米粉商品コンテストの開催及び県内大学と食品企業の米粉商品開発に向けた

)」SHOP登録数

～食と体験の祭典～」信州四季旅キャンペーン参加農産物直売所：

・学校給食における県産農産物利用率：Ｈ

・学校給食における県産鶏卵利用率：H26 

・学校給食における米粉パン導入率：H26 

コンテスト2014」の実施（８月～

・長野県短大、飯田女子短大と食品企業との米粉商品開発の推進（８月～

「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消・食育の推進：延べ９校（

（農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ室調べ）

利用促進 

長野県農畜産物普及推進協議会及び「おいしい信州ふー 

育てよう！地産地消キャンペー

学校訪問などによる

、学校給食等における信州

鶏卵の利用率向上のため、県産鶏卵による殺菌凍結液卵の利活用を

米粉パン製造技術研修会の開催により、製パン技術向上を

普及推進を図るため、県内米粉商品コンテストの開催及び県内大学と食品企業の米粉商品開発に向けた

登録数 888（H27.3.31

～食と体験の祭典～」信州四季旅キャンペーン参加農産物直売所：

・学校給食における県産農産物利用率：Ｈ26 43.8% 

 57.0 % 

 74.9% 

」の実施（８月～H27

・長野県短大、飯田女子短大と食品企業との米粉商品開発の推進（８月～

「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消・食育の推進：延べ９校（

（農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ室調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

育てよう！地産地消キャンペー 

る 

、学校給食等における信州 

鶏卵の利用率向上のため、県産鶏卵による殺菌凍結液卵の利活用を

米粉パン製造技術研修会の開催により、製パン技術向上を支援するとともに、

普及推進を図るため、県内米粉商品コンテストの開催及び県内大学と食品企業の米粉商品開発に向けた

H27.3.31現在） 

～食と体験の祭典～」信州四季旅キャンペーン参加農産物直売所：

H27年1月） 

・長野県短大、飯田女子短大と食品企業との米粉商品開発の推進（８月～

「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消・食育の推進：延べ９校（

（旬ちゃん学校訪問の様子）

鶏卵の利用率向上のため、県産鶏卵による殺菌凍結液卵の利活用を

るとともに、県内産米

普及推進を図るため、県内米粉商品コンテストの開催及び県内大学と食品企業の米粉商品開発に向けた

 

～食と体験の祭典～」信州四季旅キャンペーン参加農産物直売所：

・長野県短大、飯田女子短大と食品企業との米粉商品開発の推進（８月～H27年2

「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消・食育の推進：延べ９校（10

 平成 26 年度の農産物直売所数

は824施設。新たな直売所の設置

やインショップ等の増加により、

前年と比較し増加した。

（旬ちゃん学校訪問の様子）

鶏卵の利用率向上のため、県産鶏卵による殺菌凍結液卵の利活用を進めました。

県内産米粉の消費拡大と

普及推進を図るため、県内米粉商品コンテストの開催及び県内大学と食品企業の米粉商品開発に向けた

～食と体験の祭典～」信州四季旅キャンペーン参加農産物直売所：90施設

2月） 

10回） 

年度の農産物直売所数

施設。新たな直売所の設置

やインショップ等の増加により、

前年と比較し増加した。 

（旬ちゃん学校訪問の様子） 

ました。 

粉の消費拡大と

普及推進を図るため、県内米粉商品コンテストの開催及び県内大学と食品企業の米粉商品開発に向けた

施設 

年度の農産物直売所数

施設。新たな直売所の設置

やインショップ等の増加により、
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○ 環境保全・エコ活動等の促進 

 

� 信州環境フェア2014に出展し、環境にやさしい農業や有機農業の取組についてＰＲを行いました。 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

≪自然豊かな環境で生産される安全で良質な信州農畜産物の情報発信≫ 

� 生産者と「おいしい信州ふーど（風土）」大使等によって開催するシンポジウムやホームページ等で

の情報発信により、地産地消への取り組みを促進します。 

� ホームページや携帯電話アプリケーション等を活用し、安全・安心な農産物の提供に取り組み、農産

物直売所等の情報を消費者へ発信します 

 

 

≪生産者と消費者との顔が見える関係の推進≫ 

� 農産物直売所が取り組むこだわりや特色ある取扱品目について、情報を把握し、生産者と消費者が共

有できるよう情報を発信します。 

� 生産者と消費者との顔が見える関係を構築するため、関係機関との連携により産直・直売サミットを

開催します。 

 

 

≪学校給食等における信州農畜産物の利用促進≫ 

� 「おいしい信州ふーど(風土)」を食べよう！育てよう！地産地消キャンペーンと連携した学校訪問や

市町村への働きかけにより、学校給食現場における地産地消を含めた食育を推進します。 

� 県産鶏卵の利用促進のため、「液卵プロジェクト」を推進します。 

� 米粉パン納入業者や米粉料理等の情報を、ホームページで引き続き発信します。 

 

 

≪農畜産物の生産を通じた環境保全・エコ活動等の促進≫ 

� 首都圏において有機農業の取り組み及び有機農産物の消費者に向けたＰＲ等を実施します。 

 

〔平成26年度の主な取組〕 

・信州環境フェア2014への出展  ビックハット（長野市：H26.8.23） 
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（２）[

イ 食育の推進による豊かな人間形成と健康長寿

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の

○ 学校
 
� 栄養教諭の配置を拡充するとともに、栄養教諭、学校栄養職員等の資質向上のための研修会を実施しまし

た。

� 県内公立小

報告するとともに、県全体の結果を公表しました。

� 学校給食等での米粉消費拡大に向けた米粉パン製造技術研修会を
 
 
 
 
 
 
 

■達成指標項目

○ 地域

 

� 「健康長寿」は食育から～食べる、学ぶ、楽しむ“信州の食”

“日本の食”～をスローガンに、第９回食育推進全国大会を開催

し、信州ＡＣＥ（エース）プロジェクトのスタートが宣言されま

した。

� 県民が食事バランスガイドや栄養成分表示を活用できるよう、県

民や飲食店等に対して、食事バランスガイドの活用方法や栄養成

【めざす平成

◇日々の食生活は、自然の恩恵の上に成り立ち、生産者を始めとして多くの人々の苦労や努力によっ

て食は

◇家庭、学校、地域社会等の相互の密接な連携の下、子どもたちが楽しく食について学ぶことができ

る機会が様々な場面で提供されています。

◇多くの県民が様々な食に関する体験活動に参加し、これをきっかけに健全な食生活を実践しようと

する意識が醸成されています。

〔平成

・栄養教諭の配置拡充：

・児童生徒の食に関する実態調査の実施：県内小学校

・米粉パン製造技術研修会の開催：１回

[施策展開５

食育の推進による豊かな人間形成と健康長寿

の取組状況＞

学校、保育所等

栄養教諭の配置を拡充するとともに、栄養教諭、学校栄養職員等の資質向上のための研修会を実施しまし

た。 

県内公立小・中学校を対象に食生活等に関するアンケート調査を実施し、調査結果を市町村教育委員会へ

報告するとともに、県全体の結果を公表しました。

学校給食等での米粉消費拡大に向けた米粉パン製造技術研修会を

■達成指標項目27：

地域における食育

「健康長寿」は食育から～食べる、学ぶ、楽しむ“信州の食”

“日本の食”～をスローガンに、第９回食育推進全国大会を開催

し、信州ＡＣＥ（エース）プロジェクトのスタートが宣言されま

した。 

県民が食事バランスガイドや栄養成分表示を活用できるよう、県

民や飲食店等に対して、食事バランスガイドの活用方法や栄養成

【めざす平成29年の姿】

◇日々の食生活は、自然の恩恵の上に成り立ち、生産者を始めとして多くの人々の苦労や努力によっ

食は支えられていることが実感され、食に関する感謝の念と理解が深まっています。

◇家庭、学校、地域社会等の相互の密接な連携の下、子どもたちが楽しく食について学ぶことができ

る機会が様々な場面で提供されています。

◇多くの県民が様々な食に関する体験活動に参加し、これをきっかけに健全な食生活を実践しようと

する意識が醸成されています。

成26年度の主な取組〕

栄養教諭の配置拡充：

・児童生徒の食に関する実態調査の実施：県内小学校

・米粉パン製造技術研修会の開催：１回

施策展開５] 地産地消と食に対する理解・活動の促進

食育の推進による豊かな人間形成と健康長寿

＞ 

保育所等における食育

栄養教諭の配置を拡充するとともに、栄養教諭、学校栄養職員等の資質向上のための研修会を実施しまし

学校を対象に食生活等に関するアンケート調査を実施し、調査結果を市町村教育委員会へ

報告するとともに、県全体の結果を公表しました。

学校給食等での米粉消費拡大に向けた米粉パン製造技術研修会を

：食育ボランティア数

食育の推進 

「健康長寿」は食育から～食べる、学ぶ、楽しむ“信州の食”

“日本の食”～をスローガンに、第９回食育推進全国大会を開催

し、信州ＡＣＥ（エース）プロジェクトのスタートが宣言されま

県民が食事バランスガイドや栄養成分表示を活用できるよう、県

民や飲食店等に対して、食事バランスガイドの活用方法や栄養成
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◇日々の食生活は、自然の恩恵の上に成り立ち、生産者を始めとして多くの人々の苦労や努力によっ

支えられていることが実感され、食に関する感謝の念と理解が深まっています。

◇家庭、学校、地域社会等の相互の密接な連携の下、子どもたちが楽しく食について学ぶことができ

る機会が様々な場面で提供されています。

◇多くの県民が様々な食に関する体験活動に参加し、これをきっかけに健全な食生活を実践しようと

する意識が醸成されています。
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◇多くの県民が様々な食に関する体験活動に参加し、これをきっかけに健全な食生活を実践しようと

２年生（約３

【第９回食育推進全国大会

 食育ボランティアの数は、基準年の

平成22年度の15,770

ており、平成 26

人で、昨年度とほぼ同じでした

栄養教諭の配置を拡充するとともに、栄養教諭、学校栄養職員等の資質向上のための研修会を実施しまし

学校を対象に食生活等に関するアンケート調査を実施し、調査結果を市町村教育委員会へ

 

◇日々の食生活は、自然の恩恵の上に成り立ち、生産者を始めとして多くの人々の苦労や努力によっ

支えられていることが実感され、食に関する感謝の念と理解が深まっています。 

◇家庭、学校、地域社会等の相互の密接な連携の下、子どもたちが楽しく食について学ぶことができ

◇多くの県民が様々な食に関する体験活動に参加し、これをきっかけに健全な食生活を実践しようと

３万８千人対象）

第９回食育推進全国大会

食育ボランティアの数は、基準年の

15,770人と比べ増加し

26 年度の数は

昨年度とほぼ同じでした

栄養教諭の配置を拡充するとともに、栄養教諭、学校栄養職員等の資質向上のための研修会を実施しまし

学校を対象に食生活等に関するアンケート調査を実施し、調査結果を市町村教育委員会へ

◇日々の食生活は、自然の恩恵の上に成り立ち、生産者を始めとして多くの人々の苦労や努力によっ

◇家庭、学校、地域社会等の相互の密接な連携の下、子どもたちが楽しく食について学ぶことができ

◇多くの県民が様々な食に関する体験活動に参加し、これをきっかけに健全な食生活を実践しようと

千人対象） 

第９回食育推進全国大会】 

食育ボランティアの数は、基準年の

人と比べ増加し

年度の数は 17,931

昨年度とほぼ同じでした。 
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分表示等研修会を開催しました。 

� 県民のバランスの良い食生活の実践を支援するため、「料理・食品に含まれる塩分量・野菜量早見表」を作

成しました。 

� 県民運動としての食育の推進を進め、地域毎における食育推進のための課題等の共有・連携を行うための

「信州の食を育む県民会議」及び「地域連絡会議」を開催しました。 

� 食生活改善推進員の活動を強化するため、養成や育成のための研修会を開催しました。 
 
 
 

 

 

 

 

 

○ 食文化の継承のための活動への支援 

 

� 地域農業の振興、農村女性団体等の活動や連携の促進などを図るため、地域の実践的リーダーとして、「長

野県農村生活マイスター」の認定事業を実施しました。 

� 伝統文化・食文化の伝承等を目的とした、児童・生徒への農作業体験や伝統食の礼儀を学ぶ体験学習を実

施しました。 

� 特色ある地域食材や郷土料理の見直しと、地産地消の普及啓発活動の更なる推進を図るため、料理コンク

ールを開催しました。 

� 新規就農者や農家以外の親子を対象とした地産地消や伝統食の伝承に係る講習会を開催しました。 

� 「信州の食と農」への理解と関心を深め、食育への積極的な参加を促すため、「第９回食育推進全国大会」

へ出展しました。 

� 地元農産物を活かした地産地消給食の日に、「旬ちゃん」の学校訪問を実施し、学校給食を通じて食文化へ

の理解を深めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

≪学校、保育所等における食育の推進≫ 

� 「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！地産地消キャンペーンと連携し、学校訪問

による食育を推進します。 

� 栄養教諭等や食育ボランティアとの連携を深め、保護者も含めた研修会等の開催により、食の重要さ、

大切さを学ぶ機会を設け地域ぐるみによる食育を推進します。 

� 製パン業者等を対象とした研修会・意見交換会の実施により、学校給食等での米粉の消費拡大を図り

ます。 

 

 

〔平成26年度の主な取組〕 

 ・第９回食育推進全国大会：H26.6.21～22 長野市エムウエーブ（参加者：約27,200人） 

・体験的食育推進事業の実施：3団体 

・地域食育フォーラム：9回 

・食生活改善推進員ステップアップ研修会：10コース開催 

〔平成26年度の主な取組〕 

 ・長野県農村生活マイスター認定研修会の実施。年５回、30名を認定 

・長野県農村生活マイスター協会による「農村女性チャレンジプラン推進モデル事業」の実施 

県下14地区×１回 

・県と農村女性ネットワークながのの共催による、信州の味コンクールの開催。 

H26.10.30 長野市若里市民文化ホール 応募総数50点 

・農村女性ネットワークながのによる「信州の食と農のセミナー」の実施。県下10地区のべ34回 

・長野県農村生活マイスター協会、農村女性ネットワークながの合同で「第９回食育推進全国大会」へ 

ブースを出展。H26.6.21～22 長野市エムウェーブ 

・（再掲）「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消、食育の推進：延べ９校（10回） 
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≪地域における食育の推進≫ 

� 県民が食事バランスガイドや栄養成分表示を活用できるよう、地域における食育イベント等の場を活

用し、普及啓発を行うとともに、飲食店等に対して、食事バランスガイドの活用方法や栄養成分表示

方法等に関する相談・支援を実施します。 

� 市町村や関係機関・団体等と連携し、食育ボランティアとともに「食塩摂取量の減少」「野菜摂取量

の増加」「朝食欠食の減少」を図る活動を実施します。 

� 食に関する感謝の心や理解を深めるために、子どもたちの農業体験を行う実施団体や市町村等の活動

を支援します。 

� 「信州の食を育む県民会議」により、県民運動としての食育を推進するとともに、10地域ごとに地域

における食育推進のための課題等の共有・連携を行うための「地域連絡会議」を開催します。 

� 食事を通じて健康づくりを支援するため、「信州・食の健康応援店（塩分控えめや野菜たっぷりのメ

ニューを提供する飲食店、宿泊施設等）」の登録及び利用を促進します。 

� 健康づくり県民運動である「信州ＡＣＥ（エース）プロジェクト」と連携し、食育を推進します。 

 

 

≪食文化の継承のための活動への支援≫ 

� 農業経営の改善や地域活動に意欲的な女性農業者を農村生活マイスターとして認定し、食農教育を充実し

ます。 

� 伝統野菜など特色ある地域食材を活用した創作ふるさと料理など、伝統的な食文化の再認識と新たな食の

活用方法を提案する信州の味コンクールを開催します。 

� 農村女性フェスティバル等のイベントで、農産加工品の対面販売を行い、地域の特色ある食文化を広く発

信します。 

� 農村女性のグループ活動を通し、女性の感性を活かした地産地消・食文化伝承を推進します。 

� 学校給食への地域食材の供給と食農教育を推進します。 

� 農村の暮らしに根ざした伝統行事や、食文化の伝承と健康的な食生活の実践に向けた活動を支援します。 
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